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プレゼンター
プレゼンテーションのノート
森林集水域　0.189km2
林外雨観測地

採水地点
赤線中流域　5.11km2
黒線支流域　2.40km2
流量観測地点
上小国川
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T HIF +137Cs
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プレゼンター
プレゼンテーションのノート
Dissolved matter
卒論では河川水の溶存態は下流で検出され、上流では検出されす
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プレゼンター
プレゼンテーションのノート
234.5mm


BEMNSHRADEIS = (2013):

A: AF 5 ThHT UK
15.18 Bgm2day! (#AFI13.36, #iEFK1.82)

B: A AIL#
13.15 Bgm2day! (#ARFI12.88, 1i&+R0.27)

C:aAFZ T ¥VX-7AITYM
7.04 Bgm2day! (MAINF 6.67, HtE470.37)



プレゼンター
プレゼンテーションのノート
平均＝6.07Bq /(m2・day)


BIEER
L7AvMMIZFO@EBEIL mDUR— Sy TEET DORELT-=,

SHIEZEICH T =) 2 —%  Nal(Tho o FL—2a Ao 2—T
137Cs;2EEZBITELT-,

AXANIHMRAD)Z—tT5vT



プレゼンター
プレゼンテーションのノート
樹冠に沈着した放射性セシウムのうち、年間どのくらいの量がリタ―とともに林床に落ちてくるのかを明らかにするために、
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プレゼンター
プレゼンテーションのノート
針葉樹（スギ）　9,000-22,000 Bq/kg
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プレゼンター
プレゼンテーションのノート
放射性物質の葉への沈着を調べるために、
混交林に生育する樹種のうちアブラチャン、コナラ、アカマツの葉をイメージングプレートにかけた。

アブラチャンとコナラで放射性物質は検出されなかった。
一方、アカマツでスポット状のCsが認められた。これは、Csが組織内に存在するのではなく、組織の表面に付着していることを示唆した。
アブラチャンの濃度が高めに検出されたのは、付着ではないことが分かった。
もしかしたら、径根吸収されて葉の内部に集積されているのかもしれない。

4日間のコンタクトで十分シグナルが得られるようです。 
一方、広葉樹の葉ではシグナルは無いと判断するのが妥当だと思われます。
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プレゼンター
プレゼンテーションのノート
樹体のどこにどのくらいの放射性セシウムが存在しているかを明らかにするために、
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プレゼンター
プレゼンテーションのノート
樹皮のセシウム濃度は、地際から12m付近まで、スギよりコナラの方が高かった。
コナラのセシウム濃度は樹高でばらつき、樹高と濃度の間に関連は認められなかった。
スギでは、樹高が低いほどセシウム濃度が低く、地際から10mより上で濃度が高くなる傾向が見られた。
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プレゼンター
プレゼンテーションのノート
辺材のセシウム濃度は、地際から12m付近まで、スギの方が高かった。
コナラは、樹高が高くなるにつれてセシウム濃度が高かった。
一方、スギのセシウム濃度に樹高との関連は認められなかった。
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